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― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

・固定資産税　　　第2期
・国民健康保険税　第1期
・後期高齢者保険料  第1期

【７月31日】

主な内容

２０２5年版２０２5年版 奈良県民手帳の予約受付を開始します奈良県民手帳の予約受付を開始します
　表紙は県章の色であるすほう色及び黒色の２種類から選んで
いただけます。
　県内の官公庁や救急医療施設の住所一覧、県民相談窓口に
加え、人口や産業など、全国と県、市町村の主要統計データ、県
内の郵便番号、大和の主な年中行事などの情報を掲載し、日記
のページには、過去５年間の天気
マークも付いています。
　一冊６００円で10月に販売を予
定しています。
　ご予約は8月20日（火）まで役
場総務課で受け付けています。

黒
すほう

台風接近前の飛来物対策のお願い
＜停電防止への協力のお願い＞

　台風発生時には、トタンや看板、養生シート、テレビのアンテ
ナ等が強風で飛散し、電柱や電線に接触することで電力設備が
被害を受け、停電が発生することがあります。
　大雨が降る前、風が強くなる前に、しっかり固定するなど早め
の対策をお願いいたします。
＜物がとばされないように固定する＞
　物干し竿や植木鉢、ベランダに置いてあるものなども、ロープ
などで固定するか、室内へ。
　ごみ箱や看板、立て札などは風で飛ばされやすいので、室内
にしまっておきましょう。
　また、折れた電柱や切れて垂れ下がった電線は感電事故を発
生させる可能性があり、非常に危険ですので、絶対に近づかな
いで下さい。

＜参考＞関西電力送配電HP（災害への備えページ）
https://www.kansai-td.co.jp/teiden-info/preparation/typhoon-flood.html



●どこで情報を入手する？

●いつ避難する？

・防災行政無線
　村内に設置の防災行政無線で災害時の避難情報などを放送します。

・防災情報伝達システム（かみきた通信）
　お知らせのコーナーに避難情報などを放送します。

※かみきた通信のメニュー「くらしの情報」内の防災関連コーナーにおいて「川の防災情報」「奈良県道路規制
情報」「奈良県土砂災害情報・防災情報」等もご覧になれます。

　災害対策基本法の改正まで、警戒レベル4は、「避難勧告」と「避難指示」の2つの情報で避難が呼びかけられ
ていましたが、法改正に伴い「避難勧告」は廃止となり、「避難指示」に一本化されました。
　また、警戒レベル5は、「災害発生情報」から「緊急安全確保」に変更され、直ちに安全な場所で命を守る行
動をとるよう呼びかけが行われます。ただし、警戒レベル5は既に災害が発生・切迫しており命の危険がある状
態であるとともに、必ず発令される情報ではないことから、警戒レベル5を待つことなく、警戒レベル4までに避
難することが必要です。

警戒レベル4避難指示までに必ず避難!

※避難に時間がかかる人は、逃げ遅れることがないよう、警戒レベル3「高齢者等避難」が発令されたら、自主的に
　非難しましょう！

　日本では毎年のように、大雨や台風などによる洪水や土砂災害などが発生し、多くの被害が出てい
ます。本村周辺地域においても昨年１２月には下北山村上池原にて土砂崩れが発生し１名の方が亡く
なり１名の方が負傷しました。
　また今年４月１日には本村西原で土砂崩れが発生しました。これから台風シーズンとなり災害リス
クが高まる中、自らがとるべき行動を理解し、家族や身近な人と確認しておきましょう！
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防災
特集

災害への備えは大丈夫ですか？災害への備えは大丈夫ですか？
自然災害から命を守るために、
                 　　　知っておいてほしいこと

●各避難所・防災倉庫の備蓄品

●どこに避難する？

指定緊急避難場所
災害の危険から命を守るために、緊急的に避難する場所

河合278

河合107

西原359

小橡78－2

白川214－64

村民総合会館グラウンド

生涯学習センターグラウンド

ふるさとふれあい会館グラウンド

健民グラウンド

白川土地造成地

1

2

3

4

5

指定避難所
災害が発生した場合に避難をしてきた被災者が
一定期間生活するための施設

河合564-2

河合278-1

河合107

西原356-2

河合136

西原351-2

西原285

小橡242

小橡721－20

小橡228

白川214－61

河合381

河合497－43

やまゆり学園体育館

村民総合会館

生涯学習センター

ふるさとふれあい会館

景徳寺

西原健康増進施設

宝泉寺

青年研修所

郷土文化保存伝習施設

瀧川寺

白川公民館

ワースリビングかみきた

渡瀬コミュニティーセンター

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

避難地番号 所在地

60セット

720食

35箱

840本

備蓄食 (2日2人分/1セット) (2,280食)

備蓄水500ml (24本/箱)

地域 河合

不使用

小麦、大豆

小麦、大豆、鶏肉、豚肉

さけ

不使用

小麦、卵、乳成分、大豆

不使用

乳成分

カレーライスセット(2袋)

五目ごはん(2袋)

チキンライス(2袋)

携帯おにぎり 鮭(2袋)

携帯おにぎり わかめ(2袋)

ひだまりパン プレーン(2袋)

ライスクッキー ココナッツ風味(2箱)

ミルクスティック(2袋)

備蓄食セット内容 アレルギー物質28品目（特定原材料等）

マスク・ウェットティッシュ・簡易トイレ・簡易ベッド・ゴミ袋
常備薬・消毒液・絆創膏・投光器・ラジオ・毛布・発電機 他その他備蓄品

45セット

540食

29箱

696本

小橡

30セット

360食

20箱

480本

西原

15セット

180食

10箱

240本

白川

70セット

480食

10箱

240本

220セット

2280食

104箱

2496本

役場 合計

避難地番号 所在地
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　２０２５年大阪・関西万博に出展する中東の王国ヨルダンが自国設計パビリオンの建設資材とし
て、上北山村の木材を使うこととなり、ヨルダン陳列区域代表代行を務めるズグール・シファさん
らが６月２８日、２９日本村を訪れました。
　パビリオンは直径十数メートルのドームシアターを造り、ヨルダンの歴史と未来像を作品化した
映像を投影する計画で、シアター内部にヨルダンの砂を運び入れ、ドームの外側に丸太を立て巡ら
すデザインで、この建設資材として小橡のスギ・ヒノキの丸太約200本が使用される予定です。

2025年大阪・関西万博に上北山村の木材が使用されます！2025年大阪・関西万博に上北山村の木材が使用されます！2025年大阪・関西万博に上北山村の木材が使用されます！2025年大阪・関西万博に上北山村の木材が使用されます！

　別線トンネルルートによる本格復旧が決定されたことか
ら、国道１６９号改良促進三村協議会（会長：上北山村山
室村長、副会長：川上村栗山村長、副会長：下北山村南村
長）は、さる７月４日に斉藤鉄夫国土交通大臣に対して、
今回の御礼と更なる管内の国道１６９号整備促進の要望活
動を実施いたしました。
　今後も、国土交通省、奈良県、地元選出国会議員等に対
して、強く要望活動を実施してまいります。

　昨年１２月２３日に発生した国道１６９号下北山村上池原地内の法面崩壊箇所については、３月に
国の権限代行による災害復旧事業として決定され、６月２７日には別線トンネルルートによる本格復
旧に決定されました。また６月２８日からは、仮橋による一般車両の交互通行が開始されました。

下北山村上池原の本格復旧は別線トンネルルートの決定下北山村上池原の本格復旧は別線トンネルルートの決定下北山村上池原の本格復旧は別線トンネルルートの決定下北山村上池原の本格復旧は別線トンネルルートの決定

村の出来事Topics

南下北山村長・斉藤国土交通大臣・山室上北山村長・栗山川上村長
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市町村防災力強化出前研修
地域版タイムライン研修が実施されました

市町村防災力強化出前研修
地域版タイムライン研修が実施されました

市町村防災力強化出前研修
地域版タイムライン研修が実施されました

市町村防災力強化出前研修
地域版タイムライン研修が実施されました

  7月6日（土）に西原地区で、７月14日（日）に小橡地区で「虫送り」が行われました。
　「虫送り」は農作物の害虫駆除を目的として、鉦や太鼓をたたきながら松明を持って行列を組
み、村内を練り歩きながら豊作を祈願する伝統行事です。
　西原地区では「おーくったー　おーくったー　むーしーおーくったー」と掛け声をかけながら
一列に西原地区内を練り歩きました。
　小橡地区ではたいまつの持てない小さな子どもにはちょうちんを持たせ、水分神社からスター
トし小橡区内を練り歩きました。

虫送り虫送り虫送り虫送り

　6月25日（火）、振興センター　大集会室において地域版タイムライン研修が実施されました。
　これは自治体を含め地域で避難を促す支援者が顔の見える関係を作るとともに地域で避難行動
を行う際の関係者の動きや流れ（タイムライン）について確認することを目的に実施されまし
た。
　区長や消防団員、防災士の資格を持った方などが参加され、「地区役員ごとのタイムラインが
確認できて良かった」「防災について改めて見直す機会になった」「役割の再確認ができた」等
の声が聞かれました。
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村の出来事Topics

　村では、9月18日の敬老の日にあわせて、敬老祝金と金婚祝金
を贈ります。
　いずれも9月1日現在で村内に住民登録があり、1年以上村内に
居住している夫婦が対象です。祝金は「長寿と健康の集い」開催
時にお渡しします。
　金婚式の方は申請が必要です。下記の対象にあたる方は8月31
日までに住民課までご連絡下さい。

連絡先 住民課　TEL.07468-3-0223

■ 金婚式　対象
昭和49年4月1日～昭和50年3月31日に婚姻届を提出した夫婦　祝金2万円

・・・金婚式（結婚50年）を迎える方へ・・・

差別をなくす村民集会差別をなくす村民集会差別をなくす村民集会差別をなくす村民集会

　令和6年7月1日付で齋藤しのぶ氏が法務大臣から人権擁護委員と
して委嘱されました。
　人権擁護委員は、地域の皆様から人権相談を受け、問題解決の
お世話をしたり、法務局の職員と協力し人権被害から被害者を救
済したり、地域の皆さんに人権について関心を持ってもらえるよ
うに啓発活動を行っています。
　お困りごとがありましたら、お気軽にご相談ください。

人権擁護委員に齋藤しのぶ氏人権擁護委員に齋藤しのぶ氏人権擁護委員に齋藤しのぶ氏人権擁護委員に齋藤しのぶ氏

　7月10日（水）、岩崎順子氏を講
師に迎え、上北山村・上北山村人権
教育推進協議会主催の「令和6年度差
別をなくす村民集会」が開催されま
した。
　村民集会では講師の岩崎順子氏が
「いのちのメッセージ」をテーマに
夫がガンになり、その闘病生活の中
で人は生かされているということに
気がつかされていく日々についての
貴重なお話をしていただきました。
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5月22日入札
●河合地区鋼製階段塗装工事
　河合地内
　3,302,200円
　㈱吉野組

●白川地区整備工事
　白川地内
　1,479,500円
　㈱K興業

7月3日入札
●村道和佐又～
         伯母峯線災害防除工事（第一工区）
　西原地内
　8,948,500円
　㈱大台建設

●村道和佐又～
         伯母峯線災害防除工事（第二工区）
　西原地内
　8,719,700円
　㈱中村組

●村道二又～経ヶ峯線改良工事
　小橡地内
　8,607,500円
　㈱吉野組

●林道辻堂山線舗装補修工事
　小橡地内
　2,800,600円
　㈲髙澤工務店

7月3日入札
●原口村営住宅新築工事（第１棟）
　河合地内
　41,219,200円
　㈲髙澤工務店

●林道橡谷西ノ谷線災害復旧工事
 （令和５年台風第７号災１号箇所）
　小橡地内
　5,567,100円
　㈲髙澤工務店

7月9日入札
●林道水太和佐又線災害復旧工事
 （令和５年台風第７号災1号箇所）
　西原地内
　21,723,900円
　㈱中村組

●林道白川又線災害復旧工事
 （令和５年梅雨前線豪雨災１号箇所）
　白川地内
　7,558,100円
　㈱南都工業

●森林管理施設整備工事
　小橡地内
　4,691,500円
　㈱K興業

ご寄附をいただいた企業をご紹介します。誠にありがとうございました。

大台ヶ原活用事業に活用させていただきます。

企業名：株式会社 南都銀行

「企業版ふるさと納税」による
ご寄附をいただきました
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6
月
定
例
村
議
会
で
は
、
2
名

の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
小
松
議
員

問
災
害
時
に
お
け
る
辻
堂
山
線

の
迂
回
路
に
つ
い
て

　

本
年
の
４
月
１
日
に
国
道
１
６
９

号
西
原
地
内
で
発
生
し
た
崩
土
に
よ

っ
て
、
24
日
間
ほ
ど
国
道
が
通
行
止

め
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
村
道
二
又
経
ヶ
峯
線
、

県
道
大
台
ヶ
原
公
園
川
上
線
、
林
道

辻
堂
山
線
及
び
県
道
大
台
河
合
線
を

利
用
し
、
迂
回
路
と
し
て
通
行
可
能

と
な
り
ま
し
た
が
、
道
も
狭
く
、
待

避
所
も
少
な
い
た
め
に
交
互
通
行
で

の
運
用
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
道
路
を
交
互
通
行
で
使
用
し

た
の
は
、
今
回
で
２
回
目
と
な
り
ま

す
。
１
回
目
は
、
平
成
19
年
１
月
30

日
に
発
生
し
た
同
じ
く
西
原
地
内
で

の
土
砂
崩
れ
の
時
で
し
た
。
国
道

１
６
９
号
西
原
地
内
で
土
砂
崩
れ
が

発
生
す
れ
ば
、
橿
原
方
面
に
行
く
の

は
、
こ
の
道
路
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

村
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
最
も
重

要
な
道
路
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

毎
年
、
辻
堂
山
線
に
お
い
て
は
、

法
面
工
事
の
施
工
に
よ
っ
て
落
石
の

危
険
性
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
が
、
車
を
交
わ
す
た
め

の
待
避
所
の
工
事
は
長
年
手
付
か
ず

と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
問
題
を
ク
リ
ア

す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
長
時
間
待

つ
こ
と
も
な
く
通
行
可
能
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

最
近
で
は
、
台
風
が
来
た
わ
け
で

も
な
い
の
に
、
頻
繁
に
土
砂
崩
れ
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
辻
堂
山
線
を
迂
回
路
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
早
急
に
待
避
所
工
事
を

進
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
今
後
の
進
退
に
つ
い
て

　

本
年
12
月
に
は
村
長
選
挙
が
予
定

を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

８
年
間
の
村
政
の
取
り
組
み
と
致

し
ま
し
て
は
、
フ
ォ
レ
ス
ト
か
み
き

た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
、
ま
た

和
佐
又
ヒ
ュ
ッ
テ
建
替
え
と
本
村
の

観
光
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
業
展

開
を
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
は

高
く
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
お
聞
き
を
し
た
い
の

は
、
今
後
の
進
退
に
つ
い
て
、
現
在

の
心
境
な
ど
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

答
村
長

　

本
年
４
月
１
日
に
国
道
１
６
９
号

西
原
地
内
に
お
い
て
発
生
し
た
崩
土

に
よ
り
、
４
月
24
日
ま
で
の
間
、
国

道
が
通
行
止
め
と
な
り
、
県
道
大
台

河
合
線
、
村
道
二
又
経
ヶ
峯
線
、
村

道
辻
堂
山
線
、
県
道
大
台
ヶ
原
公
園

川
上
線
を
使
用
し
て
迂
回
路
通
行
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
道
大
台
河
合
線
木
和
田
集
落
付

近
か
ら
県
道
大
台
ヶ
原
公
園
川
上
線

辻
堂
分
岐
ま
で
の
区
間
に
お
い
て
は
、

幅
員
も
狭
く
時
間
制
限
に
よ
る
片
側

通
行
に
よ
る
運
用
と
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

特
に
す
れ
違
い
が
困
難
な
林
道
辻

堂
山
線
に
つ
い
て
は
、
昭
和
60
年
か

ら
平
成
９
年
に
か
け
て
、
延
長
７
，

５
２
４
ｍ
、
車
道
幅
員
２
ｍ
の
３
級

林
道
と
し
て
総
工
費
約
８
億
５
千
万

円
を
か
け
村
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
、

林
道
規
定
で
定
め
る
待
避
所
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、急
峻
な
地
形
か
ら
落
石
等
の

対
策
と
し
て
、
法
面
保
護
工
事
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

待
避
所
工
事
に
つ
い
て
は
、
地
形
条

件
等
に
よ
り
新
た
な
待
避
所
の
設
置
工

事
は
行
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

通
常
で
あ
れ
ば
、
通
行
量
も
少
な

く
対
向
す
る
こ
と
も
少
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
迂
回
路
と
し
て
使
用
す
る

場
合
は
、
車
道
幅
員
が
２
ｍ
し
か
な

く
、
交
通
量
も
増
え
、
不
慣
れ
な
ド

ラ
イ
バ
ー
も
多
い
こ
と
か
ら
、
待
避

所
を
増
や
し
対
応
す
べ
き
で
あ
り
ま

す
が
、
急
峻
な
地
形
の
関
係
か
ら
対

応
で
き
る
箇
所
は
限
定
さ
れ
る
と
考

え
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
可
能
な
場
所
が

あ
れ
ば
地
権
者
と
協
議
を
し
て
待
避

所
の
新
設
を
検
討
す
る
こ
と
も
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
道
の
迂
回
路
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
か
ら
、
県
か
ら
の
応
援

も
い
た
だ
き
た
く
、
働
き
か
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

何
よ
り
も
今
回
の
よ
う
な
土
砂
崩

れ
の
起
こ
ら
な
い
強
靱
な
国
道
を
整

備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、

議
員
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

次
に
今
年
12
月
に
行
わ
れ
る
村
長

選
挙
に
対
し
、
私
の
心
境
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
と
い

う
ご
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
12

月
に
行
わ
れ
る
村
長
選
挙
に
私
、
山

室
潔
は
３
期
目
を
か
け
て
出
馬
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

戦
に
臨
む
言
葉
と
し
て
、
１
期
目

は
地
な
ら
し
を
、
２
期
目
に
種
を
蒔

き
、
３
期
目
に
花
を
咲
か
す
と
い
う

よ
う
な
言
い
回
し
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
の
場
合
、２
期
８
年
遮
二
無
二
に

や
っ
て
き
ま
し
た
が
、果
た
し
て
地
な

ら
し
が
で
き
、
種
が
蒔
け
た
の
か
、
蒔

い
た
と
し
て
果
た
し
て
芽
が
出
て
き

た
の
か
と
問
わ
れ
る
と
、
自
信
を
持
っ

て
芽
が
出
て
き
た
と
言
い
切
れ
な
い
の

も
事
実
で
あ
り
、
誠
に
申
し
訳
な
く
、

忸じ
く
じ怩
た
る
思
い
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

　

現
今
、
我
が
村
を
取
り
巻
く
状
況

が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
現

令
和
6
年

６
月 
定
例
村
議
会

一
般
質
問
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況
を
鑑
み
た
と
き
に
、
誠
に
僭
越
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
こ
は
も
う
ひ

と
踏
ん
張
り
し
て
、
村
勢
発
展
の
た

め
に
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
厚
か
ま
し
い
と

は
存
じ
ま
す
が
、
小
松
議
員
並
び
に

議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ど

う
か
ご
理
解
を
賜
り
、
今
後
と
も
ご

指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
れ
ば
あ
り
が
た

く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、

私
の
出
馬
表
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
福
西
議
員

問
頻
発
す
る
災
害
へ
の
対
応
強

化
に
つ
い
て

　
「
安
心
な
時
に
危
機
を
思
い
考
え

よ
、
考
え
た
ら
備
え
よ
、
備
え
あ
れ

ば
憂
い
な
し
」
昔
か
ら
災
害
は
最
悪

の
事
態
を
想
定
し
最
善
の
備
え
を
し

て
お
け
と
い
い
ま
す
。

　

本
村
が
直
面
す
る
自
然
災
害
の
リ

ス
ク
を
踏
ま
え
、
自
治
体
が
地
域
の

強
靱
化
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
す
る
こ
と
が
、
地
域
住
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
の
み
に
と
ど
ま
ら

ず
、
経
済
活
動
を
安
全
に
営
む
こ
と

が
で
き
、
地
域
の
経
済
成
長
に
も
資

す
る
最
善
の
備
え
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
４
点
お
伺
い
致
し
ま
す
。

①
頻
発
す
る
災
害
の
発
生
の
た
び
に

甚
大
な
被
害
を
受
け
、
長
時
間
か
け

て
復
旧
を
図
る
事
後
対
策
を
理
解
し

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
安
全
で
発

展
成
長
す
る
社
会
を
平
時
か
ら
つ
く

り
上
げ
る
べ
く
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
強
靱
化
を
前
の
め
り
に
進
め
、

持
続
可
能
な
上
北
山
村
を
次
世
代
へ

つ
な
げ
る
た
め
に
、
新
し
い
種
を
蒔

く
と
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

県
、
国
へ
の
要
望
活
動
を
精
力
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
が
、
４
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
も
踏
ま
え
、
改
め
て
ど
の
よ

う
な
視
点
で
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
に

力
点
を
置
い
て
、
本
村
の
国
土
強
靱

化
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
再
度
お
伺
い
致
し
ま
す
。

②
自
然
災
害
が
頻
発
化
激
甚
化
す
る

中
、
ソ
フ
ト
対
策
の
充
実
強
化
は
、

今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

今
般
の
道
路
災
害
に
よ
り
、
道
路

寸
断
に
よ
る
孤
立
集
落
が
発
生
し
た

現
状
を
鑑
み
、
本
村
の
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
を
含
め
、
孤
立
集
落
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
な
ど
、

自
治
体
の
適
時
的
確
な
防
災
対
応
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
示
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
村
民
の
方
々
は
安
心

す
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
見
解
を
お

伺
い
致
し
ま
す
。

③
大
規
模
な
自
然
災
害
の
発
生
時
に

は
迅
速
な
初
動
体
制
を
確
立
し
、
被

害
情
報
の
収
集
を
行
い
、
関
係
機
関

が
一
堂
に
会
し
た
対
策
の
調
整
に
よ

り
的
確
な
意
思
決
定
に
繋
が
る
と
と

も
に
、
村
民
へ
の
わ
か
り
や
す
い
丁

寧
な
情
報
発
信
を
速
や
か
に
行
う
な

ど
、
災
害
事
案
の
明
確
化
、
見
え
る

化
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す

が
ご
見
解
を
お
伺
い
致
し
ま
す
。

④
学
校
に
お
け
る
自
然
災
害
に
対
す

る
備
え
と
し
て
、
令
和
元
年
12
月
５

日
に
文
科
省
よ
り
、
自
然
災
害
に
対

す
る
学
校
防
災
体
制
の
強
化
及
び
、

実
践
的
な
防
災
教
育
の
推
進
に
つ
い

て
依
頼
が
発
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
①
学
校
安
全
計
画
の

策
定
・
見
直
し
、
②
実
践
的
な
防
災

教
育
の
実
施
、
③
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
・
見
直
し
、
④
学
校
環

境
の
安
全
の
確
保
、
そ
し
て
⑤
家

庭
、
地
域
、
関
係
機
関
と
の
連
携
協

働
に
つ
い
て
要
請
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
や
ま
ゆ
り
学
園
・
保
育
園
の
運

用
状
況
並
び
に
今
後
さ
ら
な
る
向
上

に
対
す
る
具
体
策
を
お
伺
い
致
し
ま

す
。答

村
長

①
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
は
、
こ
れ

ま
で
の
事
後
対
策
に
加
え
、
今
後
は

事
前
対
策
に
も
力
を
入
れ
る
べ
き
と

認
識
は
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
村
の
国
土
強
靱
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、
令
和
２
年
9
月
に
国
土
強
靱

化
地
域
計
画
を
策
定
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
計
画
に
お
い
て
、
地
震
、
水

害
、
土
砂
災
害
の
対
策
及
び
避
難
対

策
の
確
実
な
実
施
。
救
助
、
救
急
医

療
活
動
等
の
迅
速
な
実
施
。
住
民
の

生
活
に
必
要
な
行
政
機
能
、
企
業
活

動
の
維
持
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確

保
。
二
次
災
害
の
防
止
。
地
域
社
会

経
済
の
迅
速
な
再
建
回
復
の
六
つ
の

政
策
分
野
と
、
起
き
て
は
な
ら
な
い

最
悪
の
事
態
、
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
と

い
う
そ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
各
施
策

分
野
で
制
定
し
、
そ
れ
を
回
避
す
る

た
め
の
推
進
方
針
に
基
づ
き
対
応
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
推
進
方
針
に
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
た
び
の
４
月
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
ま
す
と
、

村
民
の
医
療
の
確
保
、
食
料
等
の
安

定
供
給
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
の

た
め
に
は
、
や
は
り
国
道
、
県
道
、

村
道
の
主
要
幹
線
道
路
の
強
靱
化
と

整
備
促
進
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
県
、
国
へ
の
要
望
を

行
い
、
安
心
安
全
な
道
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
村
で
は
、
孤
立
集
落
が
発
生
し
た

場
合
を
含
め
、
災
害
対
策
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
は
上
北
山
村
地
域
防

災
計
画
、
そ
し
て
災
害
時
職
員
初
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
対
応
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
防
災
計
画
に
は
、
孤
立
地
区

活
動
支
援
計
画
が
あ
り
、
孤
立
地
区

に
お
け
る
状
況
の
把
握
、
外
部
と
の

通
信
手
段
の
確
保
、
緊
急
救
出
手
段

の
確
保
、
緊
急
支
援
物
資
の
確
保
、

搬
送
等
必
要
な
対
策
に
つ
い
て
定
め

て
お
り
、
発
生
時
に
は
本
計
画
に
基

づ
き
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
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ま
た
、
孤
立
地
区
対
策
に
は
、
行

政
が
行
う
公
助
の
ほ
か
、
地
域
の
皆

様
が
助
け
合
う
共
助
も
大
切
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

福
西
議
員
か
ら
の
提
案
で
あ
り
ま

し
た
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
支
援

に
つ
き
ま
し
て
、
重
要
性
を
再
認
識

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
村
が
募
集
し

て
お
り
ま
す
自
主
防
災
訓
練
支
援
事

業
の
申
請
を
た
だ
い
ま
行
っ
て
お
り

ま
す
。
採
択
さ
れ
ま
し
た
ら
、
ご
参

加
願
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

③
大
規
模
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け

る
迅
速
な
初
動
体
制
の
確
立
は
、
被

害
拡
大
防
止
、
被
害
者
支
援
の
迅
速

化
、
地
域
社
会
の
復
興
に
は
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
迅
速
な
初
動

体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
早
期
に
警

戒
体
制
を
取
り
、
災
害
対
策
本
部
を

整
え
、
指
揮
命
令
系
統
を
明
確
に
す

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し

現
場
把
握
と
情
報
収
集
に
努
め
、
村

民
の
皆
様
に
迅
速
か
つ
的
確
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
再
確
認
の
た
め
、

災
害
時
に
お
け
る
初
動
対
応
力
向
上

の
た
め
の
訓
練
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
実
施
を
検
討

し
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
災
害
に
対

応
で
き
る
体
制
を
強
化
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

自
然
災
害
の
被
害
を
防
ぐ
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
村
と
し

て
で
き
る
限
り
の
対
策
を
講
じ
、
村

民
の
皆
様
の
安
全
確
保
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

今
後
も
村
民
の
皆
様
と
連
携
し
な

が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
防
災
対
策
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

答
教
育
長

④
令
和
元
年
12
月
５
日
に
自
然
災
害

に
対
す
る
学
校
防
災
体
制
の
強
化
及

び
実
践
的
な
防
災
教
育
の
推
進
に
つ

い
て
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
自
然
災
害
対
応
に
お
け
る

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
お
い
て
、

気
象
災
害
、
地
震
災
害
、
火
山
災

害
、
自
然
災
害
に
つ
い
て
対
応
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
、
学
校
防
災
体
制
の

構
築
や
実
践
的
な
防
災
教
育
の
推
進

を
図
る
も
の
で
す
。

　

や
ま
ゆ
り
学
園
で
は
、
学
校
保
健

安
全
法
に
基
づ
き
、
学
校
安
全
計
画

や
非
常
災
害
対
策
、
防
災
計
画
、
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お

り
ま
す
。

　

人
命
と
学
校
を
守
る
た
め
天
災
や

人
災
に
対
し
正
確
な
判
断
と
機
敏
な

行
動
で
対
処
で
き
る
よ
う
普
段
か
ら

非
常
事
態
に
備
え
る
心
構
え
を
し
っ

か
り
身
に
付
け
る
よ
う
指
導
と
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

教
科
道
徳
学
活
で
は
、
日
常
生
活

を
主
体
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
指

導
し
、
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
行
事
で
は
、
避
難
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
訓
練
に
は

不
審
者
対
応
や
地
震
訓
練
、
火
災
訓

練
、
防
災
訓
練
な
ど
、
本
年
度
や
ま

ゆ
り
学
園
で
は
、
年
６
回
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
や
ま
ゆ
り
保
育

園
と
合
同
実
施
を
し
て
、
安
全
訓
練

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

学
校
が
作
成
し
た
防
災
計
画
は
、

危
険
発
生
時
の
役
割
分
担
や
、
学
校

の
立
地
条
件
に
よ
り
、
ど
ん
な
危
険

が
あ
る
か
を
明
確
に
常
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

事
前
に
は
、
校
内
の
各
部
屋
の
責

任
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
戸
締
り
の
徹

底
や
、
不
審
者
を
校
内
に
侵
入
さ
せ

な
い
よ
う
に
施
錠
や
防
犯
カ
メ
ラ
で

の
監
視
対
策
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

防
災
計
画
で
は
、
火
災
、
地
震
、

暴
風
、
土
砂
崩
れ
、
不
審
者
侵
入
、

け
が
や
病
気
で
の
緊
急
対
応
、
校
外

行
事
へ
の
対
応
を
策
定
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
危
機
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
い

じ
め
、
不
審
者
へ
の
対
応
、
食
中
毒
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
熱
中
症
、
虐
待

対
応
、
心
の
ケ
ア
の
対
応
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
J
ア
ラ
ー
ト
等
の

対
応
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
毎
年
点

検
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
校
舎
、
学

校
の
環
境
の
安
全
確
保
の
た
め
、
毎

日
の
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
図
る

た
め
、
や
ま
ゆ
り
学
園
の
施
設
点
検

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

や
ま
ゆ
り
学
園
の
老
朽
化
し
た
外

壁
や
、
施
設
整
備
の
改
修
も
来
年
度

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

家
庭
と
地
域
、
関
係
機
関
の
連
絡

を
密
に
し
、
警
報
、
雨
量
規
制
時
に

は
、
家
庭
と
素
早
く
連
絡
を
と
り
合

え
る
よ
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
行
動
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒

は
バ
ス
通
学
で
す
の
で
、
教
育
委
員

会
関
係
機
関
と
の
連
絡
を
と
り
安
全

な
時
間
で
送
迎
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
り
ま
す
。
緊
急
時
、給
食
が
作
れ

な
い
場
合
は
、
緊
急
食
を
２
回
分
用
意

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
に
備
え

て
や
ま
ゆ
り
学
園
で
は
、
児
童
生
徒

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
。

　

４
月
に
は
１
６
９
号
線
西
原
地
区

の
崩
土
が
あ
り
ま
し
た
。
迂
回
路
設

定
が
あ
り
、
通
学
10
分
程
度
の
と
こ

ろ
で
す
が
、
迂
回
路
の
使
用
で
は
50

分
で
し
た
。
通
学
困
難
を
解
消
す
る

た
め
、
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
会
館
で

の
分
教
室
を
実
施
し
、
学
校
の
協
力

を
得
て
授
業
や
幼
児
の
預
か
り
に
も

取
り
組
み
ま
し
た
。
保
護
者
、
学

校
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今

後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
こ
と

を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
経
験
を
生
か
し
、
よ
り
家
庭
、

学
校
、
地
域
が
連
携
を
し
て
、
保
育

園
児
及
び
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に

努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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な
く
な
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

　Ｑ 

移
住
し
て
大
変
だ
っ
た
こ
と

　は
?

　
歩
く
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
こ

と
で
す
。都
市
部
に
住
ん
で
い
る
と

き
は
、1
日
1
万
歩
く
ら
い
は
歩
い

て
い
ま
し
た
が
、移
住
し
て
か
ら
は

国
道
な
ど
歩
道
が
な
い
の
で
歩
き

づ
ら
く
な
り
ま
し
た
。

　Ｑ 

上
北
山
村
の
第
一
印
象
と
今

　の
印
象
は
?

　
第
一
印
象
は
川
の
音
が
聞
こ
え

て
落
ち
着
く
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で

す
が
、住
ん
で
み
て
災
害
に
は
注
意

が
必
要
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　Ｑ 

村
内
で
お
気
に
入
り
の

　
　

　ス
ポ
ッ
ト
は
?

　
景
徳
寺
裏
、法
華
水
の
あ
た
り

が
お
気
に
入
り
で
す
。

　
初
め
て
村
に
来
た
と
き
、気
持

ち
の
よ
い
場
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　Ｑ 

移
住
し
て
か
ら
印
象
に

　残
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
?

　
と
き
ど
き
山
に
仕
事
に
入
る
村

民
の
方
と
い
っ
し
ょ
に
行
か
せ
て

も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、自
然

に
対
す
る
知
識
が
深
い
こ
と
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
山
の
こ
と
に
限
ら
ず
、生
活
に

密
着
し
た
昔
の
お
話
な
ど
記
録
し

て
お
き
た
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　Ｑ 

休
日
は
何
を
し
て
過
ご
し

　ま
す
か
?

　
ラ
イ
ブ
や
映
画
に
行
き
た
い
け

ど
、山
を
下
り
る
の
が
お
っ
く
う

な
の
で
、本
を
読
ん
だ
り
、配
信
で

映
画
を
観
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
近
隣
の
村
の
お
友
達
の
と
こ
ろ

に
遊
び
に
い
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。　

〜
上
北
山
村
に
縁
あ
っ
て
移
り
住
ま
れ
た
方
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
〜

　Ｑ 

移
住
を
決
め
た
き
っ
か

　け
は
？

　
「
歴
史
と
文
化
を
利
用
し
た
活

動
」
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
が
あ
り
、も
と
も
と
伝
統
文
化

や
昔
の
暮
ら
し
に
興
味
が
あ
っ
た

の
で
、応
募
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
す
。

　Ｑ 

移
住
前
と
変
わ
っ
た
こ
と

　

　は
?

　と
く
に
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、あ
ま
り
外
出
し

生年月日　平成31年4月７日

　　 かね  いわ　　　 こう  せい

金岩　航生くん

すくすく

お母さんからの一言お母さんからの一言
面白いこと大好きで、跳んだり走ったり

元気いっぱいの航生くん！

これからもお兄ちゃん達やお友達と、

仲良くワクワクする事を楽しもうね！

面白いこと大好きで、跳んだり走ったり

元気いっぱいの航生くん！

これからもお兄ちゃん達やお友達と、

仲良くワクワクする事を楽しもうね！

次
回
、お
楽
し
み
に
!!

河合在住
藤本　圭子さん
　　　　／三重県出身
　　　　／２０22年4月移住
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な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
セ
ミ
ナ
ー（
8
月
）

■
概
要

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
就
職
活
動
の

ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
参
加
型
の
セ

ミ
ナ
ー
。参
加
費
無
料
。

■
日
時

８
月
２
日（
金
）　
１４
時
〜
１６
時

　「
面
接
官
は
こ
こ
を
見
て
い
る
！
面
接
対

策
セ
ミ
ナ
ー
」

８
月
２２
日（
木
）　
１４
時
〜
１６
時

　「
評
価
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

■
場
所

８
月
２
日
　
高
田
し
ご
と
i
セ
ン
タ
ー

８
月
２２
日
　
奈
良
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

■
対
象
　

　
就
職
活
動
中
の
学
生
や
お
お
む
ね
３５
歳
未

満
の
求
職
者(

４０
代
前
半
ま
で
の
不
安
定
就

労
者
を
含
む
）

■
定
員
　

各
10
人
程
度（
先
着
順
）

■
申
し
込
み

　
各
セ
ミ
ナ
ー
前
日
ま
で
に
、H
P
よ
り
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
お
電
話
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

Ｔ
Ｅ
Ｌ:

0
7
4
2
ー
2
3
ー
5
7
3
0

F
A
X:

0
7
4
2
ー
2
3
ー
5
7
5
7

https://www.pref.nara.jp/item
/63392.htm

奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー

令
和
６
年
度
　
再
就
職
支
援
講
座

再
就
職
プ
ロ
グ
ラ
ム

再
就
職
活
動
に
必
要
な
具
体
的
、実
践
的
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
、「
じ
ぶ
ん
仕
様
」の
再
就
職
活

動
の
準
備
を
進
め
ま
せ
ん
か
？

※
3
つ
セ
ッ
ト
の
講
座
で
す
。

①
個
別
面
談
　（
対
面 

o
r 

W
E
B
　
選
択

制
１
人
３０
分
）

　
対
面
　
９
月
４
日（
水
）、１４
日（
土
）、25
日（
水
）

　
W
E
B
　
９
月
５
日（
木
）、２１
日（
土
）

　
時
間
は
１０
時
、１１
時
、１３
時
、１４
時
か
ら
の
い

ず
れ
か

　
場
所
　
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー
　
２
階
　
　

　
　
　
相
談
室（
対
面
の
場
合
）

②
セ
ミ
ナ
ー（
再
就
職
活
動
の
準
備
と
進
め
方

【
子
育
て
世
代
編
】）

　
日
時
　
１０
月
５
日（
土
）　
１０
時
〜
１２
時

　
場
所
　
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー
　
３
階
　
講
座
室

③
カ
ー
ド
ソ
ー
ト

　
カ
ー
ド
を
つ
か
っ
て
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み

な
が
ら
自
己
分
析

　
日
時
　
令
和
７
年
１
月
１８
日（
土
）

　
　
　
　
１０
時
〜
１２
時

　
場
所

　
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー
　
３
階
　
講
座
室

■
対
象

　
再
就
職
を
希
望
す
る
概
ね
20
歳
か
ら
４９
歳
ま

で
の
女
性

■
申
込
　
８
月
２８
日（
水
）必
着

■
問
い
合
わ
せ
　
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー

　
T
E
L:

0
7
4
2
ー
2
7
ー
2
3
0
0

　
U
R
L:https://www.pref.nara.jp/11774.htm

子
育
て
の
仕
事 

就
職
フ
ェ
ア
2
0
2
4

子
育
て
の
仕
事
の
求
人
倍
率
は
、そ
の
他
の
仕

事
に
比
べ
て
全
国
的
に
高
い
傾
向
と
な
っ
て
い
ま

す
。　また

、共
働
き
世
帯
の
増
加
に
伴
い
、子
育
て

の
仕
事
の
人
材
確
保
は
重
要
な
課
題
で
す
。そ
こ

で
、奈
良
県
と
奈
良
県
保
育
人
材
バ
ン
ク
は
、今

年
度
も
子
育
て
の
仕
事
に
関
わ
る
事
業
所
と
求

職
者
が
面
談
を
行
え
る
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時

　
8
月
31
日（
土
）　
11
時
〜
16
時

■
場
所

イ
オ
ン
モ
ー
ル
橿
原
　
3
F
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

※
参
加
費
無
料
 
※
服
装
自
由

■
事
前
申
込
方
法

①
Q
R
コ
ー
ド
よ
り

②
メ
ー
ル
よ
り

　
　hoikushibank@

nara-shakyo.jp

③
お
電
話
よ
り

　
左
記
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

奈
良
県
保
育
人
材
バ
ン
ク

T
E
L
：
0
7
4
4
ー
2
9
ー
0
1
6
0

こ
ど
も
の
人
権
相
談

い
じ
め
・
体
罰
・
不
登
校
・
児
童
虐
待
な
ど

の
こ
ど
も
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
、人

権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員
が
左
記
の
と
お

り
無
料
・
秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時

　
８
月
２１
日（
水
）〜
８
月
２７
日（
火
）

　
８
時
３０
分
〜
19
時

　
※
土
・
日
曜
日
は
１０
時
〜
17
時

■
全
国
一
斉「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」電
話
番
号

０
１
２
０
ー
０
０
７
ー
１
１
０
　

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
使
用
可
、　

　
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
使
用
不
可

｠
■
対
象
　

　
県
内
在
住
の
児
童
・
生
徒
及
び
そ
の
保
護
者

な
ど
の
大
人

｠
■
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員

　
　
　
　
　
　

■
全
国
一
斉「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」

　
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

「
こ
ま
っ
て
な
い
？
な
や
ん
で
な
い
？
い
っ
し
ょ

　 

に
か
ん
が
え
よ
う
！
」

｠
■
問
い
合
わ
せ

 

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
0
7
4
2
ー
2
3
ー
5
4
5
7
）
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火 災 時 の 通 報
　１１９通報（消防署）
と同時に、役場にも必
ず通報してください。

役　場（代表）２－０００１

ワースリビングかみきた
　診療所
（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－００１６

　保健福祉課
　社会福祉協議会

３－０３８０

２－０１２９

教育委員会 ２－００６６

上北山やまゆり学園
２－００２７

やまゆり保育園
２－０２３０

村民総合会館 ３－０３３０

総務課 2－0 0 0 1
企画政策課 2－0 0 0 2
建設課 2－0 0 0 3
住民課 3－0 2 2 3
出納室 9－0 2 0 7
議会事務局 9－0 7 0 3

白川公民館 ３－０１２０

ふるさとふれあい会館
３－０２１８

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

５－２２２７
５－２２５１

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分署
２－０００５

５－２４５０

吉野土木事務所
工務第二課 ２－００９８

一般社団法人
ツーリズムかみきた２－０102

関西電力送配電㈱高田配電営業所
０８００－７７７－８８１０

　奈良県広域消防組合では、令和７年４月１日採用予定
の消防職員を募集します。

募集区分
　大学区分・短大区分・高校区分・救命士区分

募集案内詳細について
　組合ホームページにて掲載中
　URL：https://www.naraksk119.jp

令和６年度奈良県広域消防組合
消防吏員採用募集案内【後期】
令和６年度奈良県広域消防組合
消防吏員採用募集案内【後期】

奈良県広報消防組合消防本部人事企画課人事係

TEL：0744－20－1119

第一次試験日
　教養試験・論（作）文試験　
　９月２２日（日）
　体力試験・口述試験①　
　１０月５日（土）、６日（日）のうち指定する１日

受験資格
●大卒区分（A男性・A女性）
平成３年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に
よる大学（短期大学を除く）を卒業した人または令和
７年３月末日までに卒業見込みの人

●大卒区分以外（B男性・B女性）
平成３年４月２日から平成１９年４月１日までに生ま
れた人で上記大卒区分以外の人

受付期間　
インターネットのみ　７月１日（月）～８月２３日（金）

令和６年度奈良県警察官（第２回）
採用試験情報

令和６年度奈良県警察官（第２回）
採用試験情報

奈良県警察本部警務課採用係
TEL：0120－351－204（採用フリーダイヤル）
URL：https://www.police.pref.nara.jp/
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　膝や腰の痛みに湿布を使用されるとき、温湿布と冷湿布のどちらを選ばれるでしょうか？
漢字の印象から冷湿布は「冷やす」湿布、温湿布は「温める」湿布だと思っておられる方が多いと思われます。
冷湿布には冷たさを感じさせるメントールが、温湿布には皮膚刺激で熱を感じさせるトウガラシエキス成分な
どが含まれており両薬が区別されています。
湿布に含まれる水分量で、貼ってすぐはどちらも冷たく感じますが、実のところ患部を冷やす、あるいは温める
効能はほとんどありません。両薬とも皮膚に接する面に消炎鎮痛（腫れを減らし痛みを鎮める）成分が含まれ
ており、その薬効で痛みを改善している点は共通しており、一般的に使用者の好みでどちらかを選択し使用さ
れます。
湿布はドラッグストア等でも入手可能であり、入手の手間とコストに対し、一定の効果が得られる便利な薬剤で
す。しかし、温湿布のトウガラシエキス成分は刺激が強くヒリヒリする感触があったり、皮膚の弱い方はかぶれ
やすいことに注意が必要です。
一部の冷湿布に使用されている消炎鎮痛成分にも肌の露出部に使用することで紫外線と反応し、「光接触皮
膚炎」と呼ばれる皮膚炎を引き起こすトラブルの存在も知られています。
湿布は正しく使用することで痛みの改善が期待できますが、副作用が生じた場合は使用を中止し、病院で医師
の診察を受けてください。

温湿布・冷湿布の違いと副作用について
おんしっぷ れいしっぷ

奈良県医師会

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
役
場
を
は
じ
め
関
係

機
関
・
関
係
団
体
の
協
力
の
も
と
、
地
域
に
根

ざ
し
た
公
的
年
金
制
度
の
周
知
・
啓
発
活
動
を

「
地
域
年
金
展
開
事
業
」
と
位
置
付
け
、
積
極

的
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
広
く
国
民
の
皆

様
に
公
的
年
金
制
度
と
の
関
わ
り
を
考
え
て
い

た
だ
く
よ
う
、
応
募
者
ご
自
身
や
ご
家
族
と
の

公
的
年
金
制
度
の
関
わ
り
、
公
的
年
金
の
大
切

さ
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
「
わ
た
し
と
年
金
」

エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　
中
学
生
以
上
の
方

■
応
募
締
切

　
令
和
６
年
９
月
９
日
（
月
）

　
当
日
消
印
有
効

■
提
出
先

〒
1
6
8ｰ

8
5
0
5

東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西
3ｰ

5ｰ

2
4

日
本
年
金
機
構
　
相
談
・
サ
ー
ビ
ス
推
進

部
　
情
報
提
供
推
進
グ
ル
ー
プ
「
わ
た
し

と
年
金
」
担
当

■
賞厚

生
労
働
大
臣
賞
、
日
本
年
金
機
構
理
事

長
賞
、
優
秀
賞
、
入
選

※
受
賞
者
の
方
に
表
彰
状
の
授
与
並
び
に

記
念
品
を
贈
呈
す
る
ほ
か
、
作
品
を
日
本

年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま

す
。

■
主
催
：
日
本
年
金
機
構

後
援
：
厚
生
労
働
省
、
文
部
科
学
省
、
全

国
高
等
学
校
長
協
会
、
全
国
都
道
府
県
教

育
委
員
会
連
合
会

※
応
募
要
項
や
過
去
の
受
賞
作
品
等
、
詳
細

は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

令
和
6
年
度
「
わ
た
し
と
年
金
」
エ
ッ
セ
イ
募
集

令
和
6
年
度
「
わ
た
し
と
年
金
」
エ
ッ
セ
イ
募
集

年
金
だ
よ
り
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上北山村国民健康保険診療所
医 師 辻 本 凌 悦

104
虫
刺
さ
れ

健康づくりのアドバイス

Vol.

　
こ
ん
に
ち
は
。
診
療
所
所
長

の
辻
本
で
す
。

　
本
日
は
虫
刺
さ
れ
に
つ
い
て

お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
早
速
で
す
が
皆
さ
ん
、
世

界
で
最
も
人
を
殺
し
て
い
る
動

物
を
ご
存
知
で
す
か
？
ラ
イ
オ

ン
や
サ
メ
を
思
い
浮
か
べ
る
人

も
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

正
解
は
蚊
で
す
。
そ
の
数
な

ん
と
年
間
72
万
5
千
人
で
す
。

2
0
2
3
年
の
日
本
の
出
生
数

は
7
3
万
人
で
す
か
ら
、
日
本

人
が
一
年
で
増
え
る
数
と
同
じ

く
ら
い
世
界
で
は
毎
年
人
が
蚊

に
殺
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ち
な
み
に
二
番
目
は
人

（
47
万
5
千
人
）、
三
番
目
は
蛇

（
5
万
人
）、
四
番
目
は
犬
（
2

万
5
千
人
）、
と
な
っ
て
お
り
、

二
番
目
以
降
を
全
て
合
わ
せ
て

も
一
番
の
蚊
に
は
及
び
ま
せ
ん
。

　
蚊
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
大
勢
の

人
間
を
殺
し
て
い
る
理
由
は
、

蚊
が
様
々
な
感
染
症
を
媒
介
す

る
か
ら
で
す
。
蚊
に
刺
さ
れ
る

こ
と
で
マ
ラ
リ
ア
、
デ
ン
グ
熱
、

黄
熱
病
、
ジ
カ
熱
、
西
ナ
イ
ル

熱
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
や
寄
生
虫

に
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
感
染
症
は
重
症
化
す

る
可
能
性
が
高
く
、
命
を
落
と

す
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
す
。

　
実
際
に
日
本
で
も
こ
れ
ら
の

病
気
に
罹
患
す
る
方
や
、
残
念

な
が
ら
亡
く
な
っ
た
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　
あ
く
ま
で
こ
の
話
は
世
界
で

の
話
に
な
り
ま
す
の
で
、
日
本

に
住
ん
で
い
る
限
り
は
正
直
ほ

と
ん
ど
気
に
す
る
必
要
は
な
い

の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
わ

り
年
間
の
海
外
渡
航
者
数
が
伸

び
始
め
て
い
る
今
、
日
本
で
も

こ
れ
ら
の
病
気
に
な
る
可
能
性

が
日
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
円

安
の
影
響
も
あ
り
、
特
に
今
ま

で
は
あ
ま
り
来
日
さ
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
地
域
か
ら
の
渡
航

者
が
増
え
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

前
と
比
べ
る
と
む
し
ろ
そ
の
リ

ス
ク
は
増
し
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
実
的
に
地
域
で
も

起
こ
り
う
る
こ
と
と
し
て
は
、

虫
刺
さ
れ
に
よ
る
発
疹
が
あ
り
、

痕
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
蚊
を
含
め
た
虫
刺
さ

れ
の
対
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。
前
述
し
ま
し
た
感
染
症

に
対
す
る
治
療
は
存
在
し
ま
す

が
、
そ
れ
よ
り
も
予
防
が
重
要

で
す
。
結
局
は
刺
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
し
か
な
く
、
正
直
な

と
こ
ろ
特
別
な
対
策
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
昔
な
が
ら
の
長
袖
長
ズ
ボ

ン
、
虫
除
け
、
蚊
取
り
線
香
、

蚊
帳
が
基
本
で
す
。
国
立
感
染

症
研
究
所
の
蚊
の
専
門
家
に
よ

る
と
、
蚊
に
刺
さ
れ
や
す
い
タ

イ
プ
と
し
て
、①
お
酒
を
よ
く

飲
む
人
、②
体
温
が
高
い
人
、③

黒
い
服
を
よ
く
着
る
人
、④
足

が
に
お
う
人
、
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、

体
温
が
上
が
り
そ
う
な
人
、
な

い
し
上
が
っ
た
人
、
と
い
っ
た

感
じ
で
す
。
つ
ま
り
は
、
し
っ

か
り
お
風
呂
に
入
り
、
昼
間
は

ゆ
っ
た
り
と
し
た
薄
手
の
白
い

服
を
羽
織
る
こ
と
が
、
簡
単
に

で
き
る
追
加
の
対
策
と
な
り
ま

す
。

　
以
上
、
も
ち
ろ
ん
望
ん
で
蚊

に
刺
さ
れ
る
方
は
い
な
い
と
思

う
の
で
す
が
、
身
近
に
潜
む
怖

い
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
暑
い
夏
に
少
し
で
も
涼
ん

で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

熱中症
とりましょう！
予防行動を

熱中症警戒
アラート発表

NEWS//

  熱中症警戒アラート
をチェック！

見守り・声がけ！
熱中症に
気をつけて

適切に
エアコンを使おう！

こまめに
水分・塩分を補給！

熱中症は誰でも危険  油断は大敵です
検索熱中症予防情報サイトより詳しい情報は

The Deadliest Animal in the World, Gates Notes（https://www.nhk.or.jp/minplus/0121/topic090.html）参考文献
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村のようす

令和6年7月1日現在

世帯数
人　口
男　性
女　性
面　積

２８８（±０）
４３３（－１）
２２７（±０）
２０６（－１）
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Ｐ２・３
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Ｐ７
Ｐ８～10

防災特集～災害への備えは大丈夫ですか？～…
村の出来事…………………………………
金婚式を迎える方へ………………………
村工事入札結果等…………………………
６月定例村議会一般質問…………………

Ｐ11
Ｐ12・13
Ｐ14
Ｐ15
Ｐ16

I♥かみきた・すくすく……………………
お知らせ……………………………………
年金だより・奈良県健康情報……………
診療所だより・熱中症予防行動をとりましょう！…
奈良県民手帳の予約受付ほか……………

― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

・固定資産税　　　第2期
・国民健康保険税　第1期
・後期高齢者保険料  第1期

【７月31日】

主な内容

２０２5年版２０２5年版 奈良県民手帳の予約受付を開始します奈良県民手帳の予約受付を開始します
　表紙は県章の色であるすほう色及び黒色の２種類から選んで
いただけます。
　県内の官公庁や救急医療施設の住所一覧、県民相談窓口に
加え、人口や産業など、全国と県、市町村の主要統計データ、県
内の郵便番号、大和の主な年中行事などの情報を掲載し、日記
のページには、過去５年間の天気
マークも付いています。
　一冊６００円で10月に販売を予
定しています。
　ご予約は8月20日（火）まで役
場総務課で受け付けています。

黒
すほう

台風接近前の飛来物対策のお願い
＜停電防止への協力のお願い＞

　台風発生時には、トタンや看板、養生シート、テレビのアンテ
ナ等が強風で飛散し、電柱や電線に接触することで電力設備が
被害を受け、停電が発生することがあります。
　大雨が降る前、風が強くなる前に、しっかり固定するなど早め
の対策をお願いいたします。
＜物がとばされないように固定する＞
　物干し竿や植木鉢、ベランダに置いてあるものなども、ロープ
などで固定するか、室内へ。
　ごみ箱や看板、立て札などは風で飛ばされやすいので、室内
にしまっておきましょう。
　また、折れた電柱や切れて垂れ下がった電線は感電事故を発
生させる可能性があり、非常に危険ですので、絶対に近づかな
いで下さい。

＜参考＞関西電力送配電HP（災害への備えページ）
https://www.kansai-td.co.jp/teiden-info/preparation/typhoon-flood.html

広　報 かみきたやま


